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さとうとしあきくん

雪女が雪を降らせているところむらやまようこさん

119の日
が制定されました

消防署では今年から1月19日と

11月9日を「119の日」と定めまし

た。　，

　これは、今まで火事などが起きた

とき、間違って110番される方が多

くありましたが、今年から110番が

警察本部へ入り集中管理されること

になりましたので、それだけ通報の

おくれが心配されます。

　そこで、早く皆さんに「火事と救

急」は119と理解していただき、早

期通報にご協力をお願いしたいと定

めたものです。

　おだやかな冬の日が続いています

が、火事を出さないようこれからも

火の用心を、お願い致します。
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元
H
の
朝
を
心
引
き
締
ま
る
思

い
で
迎
え
た
ば
か
り
な
の
に
、
あ

っ
と
い
う
間
に
一
カ
月
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
年
頭
に
誓
っ
た
事
の
半
分
も
出
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な
い
で
い
る
自
分
に
深
く
反
省
。

や
っ
ば
り
ダ
メ
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も
の
で
す
ね
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田
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が
総
ぐ
る
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取
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初
め
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の
手
づ
く
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イ
ベ
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ト
と
し
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大
成
功
だ
っ
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よ
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で
す
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・
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。
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っ
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な
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ね
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3月29日（日）

o▽レノ二カ

み
ん
な
で
一
緒
に
遊
ぽ
う
よ

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
、
シ
ー

ズ
ン
最
後
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
「
ス

キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
、
三
月
二

十
九
日
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
で
四
回
目
を
迎
え
る
こ
の

カ
ー
ニ
バ
ル
、
ま
た
新
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
加
わ
り
、
一
層
楽
し
い
内

容
と
な
り
ま
し
た
。
大
人
も
子
供

も
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
企
画
が

い
っ
ぱ
い
。
思
い
っ
き
り
楽
し
ん

で
下
さ
い
．

　
今
回
は
、
メ
イ
ン
会
場
を
今
ま

で
の
第
一
リ
フ
ト
脇
か
ら
、
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
．
雪
椿
”
前
の
広
場
に

移
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ

も
上
の
方
に
作
ら
れ
ま
す
の
で
、

食
事
や
催
し
物
が
そ
の
場
で
楽
し

む
事
が
出
来
、
今
ま
で
と
一
味
違

っ
た
カ
ー
ニ
バ
ル
と
な
る
で
し
ょ

う
。

　
そ
れ
か
ら
、
新
企
画
の
紹
介
を

ひ
と
つ
。
昨
年
、
大
好
評
だ
っ
た

”
酒
一
升
早
飲
み
大
会
”
に
加
え

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

て
、
雪
上
つ
な
ひ
き
大
会
”
が
、

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

男
性
だ
っ
た
ら
五
人
で
一
組
。
女

性
だ
っ
た
ら
八
人
で
一
組
の
チ
ー

ム
編
成
で
応
募
し
て
下
さ
い
。
先

着
二
十
組
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

仲
間
を
誘
っ
て
チ
！
ム
を
編
成
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
他
の
催
し
物

を
紹
介
し
ま
す
．

▽
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
大
回
転
競
技
会

　
小
学
生
か
ら
壮
年
ま
で
二
五
〇

名
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。
参
加

巾
し
込
み
は
、
三
月
二
卜
三
日
ま

で
に
凌
雲
閣
ホ
テ
ル
内
松
之
山
ス

キ
ー
協
会
事
務
局
ま
で
。

▽
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー

　
八
人
一
組
（
男
女
を
問
わ
ず
）

で
チ
ー
ム
を
編
成
、
先
着
十
チ
ー

ム
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
昨
年
の

優
勝
タ
イ
ム
に
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
．

％
鳳

凶

▽
ボ
ブ
ス
レ
ー
大
会

ヂ
供
た
ち
に
は
、
こ
の
種
目
。

滑
っ
て
遊
ん
で
賞
品
が
も
ら
え
ま

す
。
大
人
も
乗
れ
ま
す
。

▽
雪
中
宝
さ
が
し
ゲ
ー
ム

　
こ
れ
も
、
子
供
た
ち
に
人
気
の

あ
る
ゲ
ー
ム
。
弔
，
中
宝
さ
が
し
で

す
。
今
年
は
ど
ん
な
宝
物
が
埋
っ

て
い
る
か
楽
し
み
で
す
ね
。
疋
気

な
チ
ビ
ツ
チ
大
集
合
し
て
く
だ
さ

い
．

＜
昨
年
の
カ
ー
ニ
バ
ル
か
ら
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そ
の
他
、
メ
イ
ン
会
場
で
は
、

「
地
元
の
味
・
ふ
る
里
の
味
を
ぜ

ひ
ど
う
ぞ
」
と
、
“
け
ん
ち
ん
汁
、

ぼ
た
も
ち
、
手
打
ち
そ
ば
”
な
ど

を
用
意
し
て
の
、
味
の
名
店
街
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
ラ
ビ
ッ
ト
ス
レ
プ
（
う
さ
ぎ
汁
〉

と
甘
酒
は
無
料
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

　
雪
上
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ア
マ
チ

ュ
ア
バ
ン
ド
の
生
演
奏
や
カ
ラ
オ

ケ
の
ど
自
慢
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー

と
雪
上
つ
な
ひ
き
大
会
の
申
し
込

み
は
、
三
月
二
十
三
日
ま
で
に
役

・
場
内
振
興
課
（
六
…
三
一
三
一
）

の
方
へ
お
願
い
し
ま
す
。
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動

（ン3

表程日第4回スキーカーニバル

行　　　事 内　容　予　定 会　　場 時　　　間

レストハウ 午前10：00～

ステージ
アマチュア生バンド演奏

カラオケのど自慢など
ス前特設

ステージ

午後3二〇〇

　　　　まで

カザマカップ
小、中、高、成、壮年 ゲレンデ

午前10：00～

大回転競技
250名参加 第1、第2

大会

雪上

　つなひき
雛1欄門骸
豪華賞品有り・

メイン

　広場

午前10：30～

午前12：00

　　　　まで

午前11：00～
雪中宝さが 子供たちが対象

〃 午前11：30
しゲーム いっぱい入っているよ！

まで

男、女を問わず8人で1 午前12：00～
酒一升早飲

組10チーム出場
〃

午前12：30
みリレー

豪華賞品有り まで

ボブスレー
子供から大人まで対象

同じコースを二本作っ スキー場

午後1：00～

午後2：00
大会

て待ってます．賞品有り まで

けんちん汁、ぽたもち、
メイン

午前10二30～

味の名店街 手打そばなど、ふる里
の味をぜひどうぞ！

広場

甘酒、ラビ 無料サービスとなつて 午前10：30～

ツトスープ いますのでご賞味くだ 〃

のサービス さい。

大好評だった酒一升早飲みリレー

カ
ー
ニ
バ
ル
当
日

貸
ス
キ
ー

、
半
額
で
す

ご
利
用
下
さ
い
。
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N　T　T松之山電報電話局

3月7日で安塚局へ統合

安塚局へ整備統合された松之山局

お知　らせ
松之山電報電話局の営業業務は、昭和62年3月7日

㈹をもちまして、安塚電報電話局へ整備統合されるこ

とになりました。

統合後の電報電話のご利用方法は次のとおりです。

〉電話の新設、移転のご用命、電話料金のお問い合せ
は。

局番なしで……………116番へ
〉電話の故障は、

局番なしで………113番へ
〉電報のご用命は、

局番なしで……………115番へ
〉電話番号のお問い合せは、

局番なしで……………104番へ

　（市外の電話番号のお問い合せは、市外局番＋104
番へ）

4月12日（日）は

県議会議員の選挙日

です。

・選誉・　

◎電話料金のお支払は次の機関で取り扱いいたします。

郵　便　局 農　　　　協 銀　　　行

松之山郵便局
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　　農業協同組合

　本所・支所

浦田農業協同組合

第四銀行

松之山代理店

※その他、他市町村の金融機関でも取扱いいた

　します。
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N　T　T松之山電報電話局

3月7日で安塚局へ統合

安塚局へ整備統合された松之山局

お知　らせ
松之山電報電話局の営業業務は、昭和62年3月7日

㈹をもちまして、安塚電報電話局へ整備統合されるこ

とになりました。

統合後の電報電話のご利用方法は次のとおりです。

〉電話の新設、移転のご用命、電話料金のお問い合せ
は。

局番なしで……………116番へ
〉電話の故障は、

局番なしで………113番へ
〉電報のご用命は、

局番なしで……………115番へ
〉電話番号のお問い合せは、

局番なしで……………104番へ

　（市外の電話番号のお問い合せは、市外局番＋104
番へ）

4月12日（日）は

県議会議員の選挙日

です。

・選誉・　

◎電話料金のお支払は次の機関で取り扱いいたします。

郵　便　局 農　　　　協 銀　　　行

松之山郵便局

松之山

　湯本郵便局

浦田郵便局

松之山

　　農業協同組合

　本所・支所

浦田農業協同組合

第四銀行

松之山代理店

※その他、他市町村の金融機関でも取扱いいた

　します。

ゆ
画

　
三
月
・
四
月
は
時
期
的
に
み

で
、
転
勤
や
就
職
等
で
住
所
を

移
す
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
四
月
十
二
日
の
、
県
会
議
員

の
選
挙
日
前
に
、
県
内
の
他
市

町
村
に
住
所
を
移
さ
れ
る
方
ば

次
の
点
に
注
意
し
て
で
き
る
だ

け
投
票
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
昭
和
六
十
二
年
一
月
三
日
以

降
に
県
内
移
動
さ
れ
た
方
は
、

新
住
所
地
の
市
町
村
長
の
証
明

書
を
提
示
す
れ
ば
、
従
前
の
市

町
村
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

る
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
住
所
を

移
動
す
る
方
は

注
意
し
て
下
さ
い
。

1「…馨
まつのやま（4）

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
月
16

日
ま
で
！

　
昭
和
六
十
一
年
分
の
所
得
税
の
　
　
　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
　
　
年
十
四
・
六
。
ハ
ー
セ
ン
ト
（
五
月

申
告
と
納
税
は
も
う
お
済
み
で
し
　
　
な
い
の
に
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
　
　
十
六
日
ま
で
は
年
七
ニ
ニ
・
ハ
ー
セ

よ
う
か
。
申
告
と
納
税
の
期
限
は
　
　
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
中
告
を
し
　
　
ン
ト
）
の
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
・

三
月
十
六
日
（
月
）
で
す
。
必
ず
　
　
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
　
　
　
な
お
、
一
度
に
納
め
ら
れ
な
い

期
限
内
に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。
　
　
　
め
る
だ
け
で
な
く
無
申
告
加
算
税
　
　
と
き
は
、
確
定
申
告
で
納
め
る
事

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
ら
税
　
　
ま
た
は
過
少
申
告
加
算
税
が
課
さ
　
　
と
な
る
税
額
の
二
分
の
一
以
L
を

法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額
　
　
れ
、
更
に
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
　
　
三
月
十
六
日
ま
で
に
納
め
る
と
と

を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、
納
　
　
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
も
に
、
そ
の
残
り
の
税
額
を
確
定

税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
　
　
　
三
月
十
六
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、
　
　
中
右
書
に
記
載
し
て
申
告
す
れ
ば
、

採
用
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
未
納
と
な
っ
て
い
る
税
額
に
対
し
、
　
残
り
の
税
額
は
六
月
…
H
ま
で
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
延
納
期
問
中
は
、
延
納
す
る
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
に
対
し
、
年
し
・
三
。
ハ
ー
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
．
　
　
ト
の
利
‘
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
、
振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
．
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
れ
は
、
銀
行
な
ど
の
預
貯
金
H
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
済
　
　
　
　
　
　
、
　
　
ー
畠
9
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
　
　
　
度
で
す
か
ら
　
こ
の
個
度
を
利
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
す
れ
ば
納
税
の
た
め
の
手
数
が
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
な
く
て
済
み
、
ま
た
、
う
っ
か
り
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
納
期
限
を
忘
れ
滞
納
と
な
っ
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
ま
う
こ
と
も
な
く
な
り
大
変
便
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
告
　
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
振
替
納
税
の
、
、
）
利
川
を
お
勧
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
．

もう一度碓かめて……

　◎お年玉付き年賀はがき
　1等テレビビデオが当たるお年に付き年賀は
カごき、　もう石崔轟忍さ・才しましたカ・？

　賞轟lllと0）り1き換え期1製は7月20H（月）とな一、て

います。ひょっとしたら何か当た一．ているかも
知1れませ〆しよ、、

　もう 一度イ准かめては・…一

レ1等（HiFiビデ’オ）
　A糸1［　　　　　　　　　1（51226

　AB糸ll共通　 648038、311482、501050
＞2ら」｝（㌔t立石蘇一嶺μ遡聖2倖）

　A糸llド5ケタ98518
　A　B糸1しコ1ぐ通〃　　　08340

1》3等（洋食器セット）

　AB糸ll共通ド5ケタ　 93507、86000、18531
＞礎等（ヂ紙セット）
　AB糸量L共通ド三ケタ　　931、766
レ・5等（切手シート）

A　B糸IL共通ドニケタ　87、33、56

固
定
資
産
課
税
台
帳
従
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ
お
知
ら
せ

、
従
覧
の
趣
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
課
税
標
準
額
等
の
確
定

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
固
　
　
　
　
回
定
資
、
灘
課
税
台
帳
の
従
覧

定
資
産
の
課
税
に
あ
た
っ
て
基
　
　
　
が
行
わ
れ
、
か
つ
審
査
申
出
期

本
的
な
重
要
帳
簿
で
あ
る
の
で
、
　
　
問
（
三
月
一
H
～
三
月
三
卜
H

こ
れ
を
納
税
者
に
開
。
小
す
る
こ
　
　
　
内
に
、
納
税
者
か
ら
固
定
資
産

と
に
よ
っ
て
、
登
録
事
項
の
正
　
　
　
秤
価
審
査
、
委
員
会
に
対
す
る
審

確
性
を
検
照
す
る
制
度
で
す
。
　
　
　
査
の
中
し
出
が
な
い
場
合
に
は
、

一
従
覧
の
期
問
　
　
　
　
　
　
　
　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

　
三
月
二
H
か
ら
三
月
二
十
日
　
　
　
れ
た
価
格
、
課
税
標
準
額
な
ど

ま
で
、
役
場
総
務
課
で
行
い
ま
　
　

が
確
定
し
ま
す
。

す
。

l
O
N
N
ー



ー
F
肉
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まつのやま（6）（7）まつのやま

松之山スキー競技大会成績表

　
　
理撃

　
　
　
　
　
』
『
＾

　
　
　
葉

“
轡

醸
，

島
毒
、

倉
鑑

o

2月8日実施
　
今
年
で
三
十
八
回
目
を
迎
え
た

松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会
が
、
二

月
八
日
の
日
曜
日
に
ア
ル
ペ
ン
は

ス
キ
ー
場
で
、
ノ
ル
デ
ッ
ク
は
町

民
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伝
統
あ
る
こ
の
大
会
に
、
町
内

外
か
ら
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
レ

五
の
小
学
校
、
七
つ
の
中
学
、
三

つ
の
高
校
と
九
つ
の
団
体
、
そ
の

他
に
個
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
場
が
出
来
て
か
ら
年
々

参
加
者
も
増
え
、
盛
大
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
最
近
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の

選
手
が
多
く
な
り
、
小
・
中
学
生

だ
け
で
四
百
二
卜
二
名
も
の
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

噛

③
関
谷
一
男
（
G
R
P
津
南
）
1
心
・
5
3

▼
成
年
三
組

①
宮
沢
伸
一
（
十
日
町
S
C
）
－
・
1
8
・
20

②
植
木
正
昭
（
安
塚
土
木
）
　
－
・
2
2
・
6
3

③
飯
塚
治
雄
（
安
塚
土
木
）
　
－
・
3
7
・
53

②
牧
田
幸
樹
（
松
代
中
）

③
斉
藤
真
婁
松
代
中
）

大会からのスナップ
1919
4140

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

▼
幼
年
女
子
A
組

①
小
林
利
絵
（
豊
原
小
）

②
柳
　
妙
子
（
松
代
小
）

③
山
口
麻
由
巳
（
浦
田
小
）

▼
幼
年
女
子
B
組

①
永
井
加
奈
子
（
費
原
小
）

②
丸
山
み
ど
り
（
豊
原
小
）

③
山
本
律
子
（
豊
原
小
）

▼
幼
年
男
子
A
組

①
飯
田
恒
生
（
牧
小
）

①
荒
川
陽
司
（
片
貝
小
）
、

③
中
村
靖
宏
（
牧
小
）

▼
幼
年
男
子
B
組

①
島
田
敏
充
（
津
南
J
R
C
）

②
清
水
　
勉
（
豊
原
小
）

③
渡
辺
啓
一
（
牧
小
）

▼
少
女
組

①
石
田
ゆ
り
（
津
南
中
）

②
樋
口
あ
け
み
（
中
里
中
）

③
草
津
恵
美
（
津
南
中
）

▼
少
年
組

①
柳
　
高
浩
（
松
代
中
）

12　11　11　づr♪・

5　5345不少
121111
0　4　3

12　11　11

4　5959
131312
151056

141313
1054　1

19

16

リ
レ
臨

▼
幼
年
組

①
牧
小
A
チ
ー
ム

②
豊
原
小
A
チ
ー
ム

③
安
塚
小
A
チ
ー
ム

④
浦
田
小

▼
幼
年
女
子
組

①
豊
原
小
A
チ
ー
ム

②
〃
B
チ
ー
ム

③
津
南
J
R
C
チ
ー
ム

▼
少
年
組

①
松
代
中
A
チ
ー
ム

②
中
里
中
チ
ー
ム

③
上
郷
中
A
チ
ー
ム

④
松
之
山
中
A
チ
ー
ム

▼
少
女
組

①
津
南
中
チ
ー
ム

②
中
璽
中
チ
ー
ム

③
上
郷
中
チ
ー
ム

④
浦
田
中
チ
ー
ム

▼
成
年
組

①
松
代
s
c

②
松
之
山
町
役
場

28　28　28　27

5845　31　32
23　23　23

5410　1

44　43　41　40

19　165430
43　34　34　32

5832　12　41
5041
1218

た
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
の
周
辺

は
、
応
援
や
選
手
の
車
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
．

　
こ
の
大
会
は
、
例
年
悪
天
候
の

中
で
行
わ
れ
る
事
が
多
い
の
で
す

が
、
今
年
は
、
比
較
的
暖
い
天
候

に
恵
ま
れ
、
選
手
の
皆
さ
ん
も
伸

び
伸
び
滑
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
軌
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
大
回
転
）

▼
幼
年
女
子
A
組
　
　
　
　
分
秒

①
佐
藤
麻
紀
（
松
堅
小
）
　
　
　
艀
・
7
6

②
津
端
美
晴
（
津
南
J
R
C
）
　
裾
・
6
6

③
植
木
芽
久
美
（
松
之
山
小
）
　
4
1
3

▼
幼
年
女
子
B
組

①
福
原
育
恵
へ
松
壁
小
）
　
　
　
4
5
η

②
高
沢
ひ
と
み
（
松
里
小
）
　
　
尉
鈴

③
鈴
木
え
り
．
r
（
津
南
J
R
C
）
5
7
痴

▼
幼
年
男
子
A
組

①
米
持
将
人
（
奴
奈
川
小
〕

②
村
山
　
臣
（
松
惜
小
）

③
佐
藤
康
尚
〔
松
里
小
）

▼
幼
年
男
子
B
組

①
植
木
竜
博
（
松
之
山
小
）

②
小
野
塚
学
へ
松
里
小
〉

児童手当移動交通事故

じ
。
，

37　36　36

244543
38　38
65　（》7

4
響
．

　
t

ハ
も

㊨対象児童が
　　　変わります。

相談所開設

のお知らせ

③
福
原
　
誠
（
松
里
小
）
　
　
　
3
9
・
81

▼
少
女
組
（
中
学
）
　
　
　
分
秒

①
藤
木
陽
チ
（
津
南
J
R
C
）
1
・
怖
・
四

②
半
戸
妙
ヂ
（
津
南
J
R
C
）
1
・
18
商

③
風
巻
里
咲
（
津
南
J
R
C
）
1
・
2
7
・
8
1

▼
少
年
組
（
中
学
）

①
高
橋
雄
ズ
松
之
山
中
）
　
1
・
7
・
60

②
小
野
塚
和
生
（
松
之
山
中
f
・
8
・
28

③
高
橋
　
広
（
津
南
J
R
C
）
1
・
8
禽

▼
高
校
男
子

①
佐
藤
．
徳
（
安
高
松
之
山
）
1
・
6
・
照

②
中
島
　
毅
（
安
高
松
之
山
）
1
・
7
痴

③
丸
林
礼
．
（
安
高
松
之
山
ノ
ー
・
8
・
認

▼
成
年
男
子
一
組

①
鈴
木
洋
．
（
埼
巨
川
口
）
　
1
・
9
・
5
2

②
長
沢
伸
彦
（
松
之
山
）
　
1
・
　
9
・
嘱

④
人
藤
雅
史
〔
埼
L
川
口
』
　
1
・
m
・
％

▼
成
年
男
子
二
組
　
　
　
　
　
　
　
■

①
村
…
好
文
（
埼
［
川
目
｝
　
　
1
2

②
奈
須
川
降
へ
埼
卜
川
目
）
　
　
1
4

⑭鬼

山
富
雄
7
1
P
）
　
－
』
㌧

▼
成
年
男
子
三
組

①
宮
沢
伸
．
τ
H
叫
　
　
3
7

①
高
橋
正
頃
巽
P
津
卵
3
・
7

③
曽
川
恵
．
へ
安
塚
L
木
）
　
　
甜
・
18

▼
成
年
女
子
組

①
半
．
”
祐
チ
（
津
南
高
）
　
1
・
取
・
5

②
若
杉
智
チ
、
長
岡
市
一
　
　
1
・
〃
6
9

③
松
本
毎
ヂ
ハ
埼
k
川
目
）
　
1
・
路
6
5

　
昭
和
六
卜
年
六
月
に
改
正
さ
れ

た
児
竜
ヂ
当
法
は
、
昭
和
六
卜
一

年
六
月
一
H
か
ら
施
行
さ
れ
、
三

年
問
の
段
階
的
な
実
施
に
よ
り
、

新
制
度
へ
移
行
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
．

　
初
年
度
で
あ
る
昭
和
六
卜
一
年

度
は
、
第
、
一
チ
分
は
昭
和
κ
レ
ん

年
六
月
二
H
以
後
に
生
ま
れ
た
児

竜
（
六
十
↓
年
六
月
一
H
現
在
に

お
い
て
満
一
一
歳
衆
満
の
児
竜
）
を

含
む
二
人
以
L
の
児
竜
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
、
第
三
チ
以
降
分
は
、

義
務
教
育
終
了
前
の
児
壁
を
含
む

三
人
以
L
の
児
竜
を
養
育
し
て
い

る
家
庭
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
年
目
で
あ
る
昭
和
六
卜
二
年

度
は
、
第
ニ
チ
分
は
昭
和
五
卜
八

年
四
月
二
H
以
後
に
生
ま
れ
た
児

童
（
昭
和
六
卜
二
年
四
月
一
日
現

　
県
で
は
、
交
通
事
故
被
害
者
救

済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
移
動
交

通
雰
故
相
談
所
を
開
き
、
皆
さ
ん

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
今

年
の
開
設
日
が
次
の
よ
う
に
決
ま

り
ま
し
た
の
で
、
交
通
事
故
に
関

す
る
心
配
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

ス
ラ
ロ
ー
ム
（
回
転
）

ζ
…
｝
～
…
き
§
》
＞
…

▼
幼
年
A
組
　
　
　
分
秒

①
涌
ル
．
樹
（
津
南
J
R
C
’
1
・
⑳
・
2

②
島
…
直
志
へ
津
南
J
R
C
）
－
・
2
2
・
4
4

③
山
本
拡
文
津
南
J
R
C
“
1
・
器
・
8
2

▼
幼
年
B
組

）
．
，
ー
．
ー
、
　
戊
く
、
巳
．
．
、
　
　
1
2
．
5

q
福
馬
　
毒
’
杉
堕
」
ユ
　
　
　
．
2
　
6

②
高
橋
　
健
（
松
壁
小
“
　
　
1
・
㈱
・
裕

③
福
原
貴
英
（
松
里
小
、
　
　
1
・
鉤
・
佃

▼
少
年
組
（
中
学
）

①
小
林
敏
之
へ
松
之
山
中
・
　
1
・
茄
・
0
3

②
鈴
木
真
臣
（
津
南
J
R
C
｝
1
・
祁
・
附

①
涌
井
　
隆
へ
津
南
J
R
C
一
1
・
舗
・
8
9

▼
少
女
組
（
中
学
）

①
藤
木
陽
！
ど
津
南
J
R
C
．
1
・
B
・
硫

②
杣
沢
み
ど
り
、
松
代
中
・
　
1
・
附
・
6

④
富
沢
一
チ
ヘ
松
代
中
・
　
　
1
・
艀
・
28

▼
高
校
組

ゆ
佐
藤
、
徳
…
‘
安
高
松
之
山
、
1
・
路
・
岬

⑭
中
島
　
毅
〔
安
高
松
之
山
・
1
・
29
・
郡

ゆ
丸
林
礼
．
．
安
高
松
之
…
、
1
・
3
5
・
5
5

▼
成
年
一
組

Φ
山
本
哲
郎
（
G
R
P
津
南
Y
・
祁
・
花

ω
長
沢
伸
彦
〔
松
之
由
一
　
　
1
・
艀
・
4

ゆ
鈴
木
洋
．
「
埼
「
川
目

　
1
・
舘
・
砿

▼
成
年
二
組

ω
柳
　
繁
尺
、
県
職
刈
羽
・
　
ー
・
佃
・
昭

喫
須
川
隆
、
埼
ド
聾
－
・
m
幽

在
に
お
い
て
満
四
歳
未
満
の
児
童
）

を
含
む
一
．
人
以
」
の
児
壁
を
養
育

し
て
い
る
家
庭
、
第
三
チ
以
降
分

は
、
昭
和
κ
卜
三
年
四
月
二
日
以

後
に
生
ま
れ
た
児
壁
（
昭
和
六
卜

二
年
四
月
一
H
現
在
に
お
い
て
満

几
歳
未
満
の
児
竜
）
を
養
成
し
て

い
る
家
庭
が
支
給
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
最
終
年
度
の
昭
和
六
十
三
年
度

は
、
第
ニ
チ
、
第
三
子
以
降
と
も

に
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
家
庭
が
支
給
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
児
童
ヂ
当
を
受

け
よ
う
と
さ
れ
る
方
は
、
役
場
の

担
当
係
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
．

　
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
係
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
毎
月
第
三
火
曜
日
。
（
た
だ
し
、

　
四
月
～
十
一
月
ま
で
）

◎
四
月
二
卜
一
日
、
五
月
テ
九
日
、

　
六
月
卜
六
口
、
七
月
二
十
一
日
、

　
八
月
十
八
日
、
瓦
月
十
六
H
、

　
十
月
二
卜
H
、
十
一
月
十
七
日
、

　
以
上
八
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。



ー
F
肉
ー

まつのやま（6）（7）まつのやま

松之山スキー競技大会成績表

　
　
理撃

　
　
　
　
　
』
『
＾

　
　
　
葉

“
轡

醸
，

島
毒
、

倉
鑑

o

2月8日実施
　
今
年
で
三
十
八
回
目
を
迎
え
た

松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会
が
、
二

月
八
日
の
日
曜
日
に
ア
ル
ペ
ン
は

ス
キ
ー
場
で
、
ノ
ル
デ
ッ
ク
は
町

民
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伝
統
あ
る
こ
の
大
会
に
、
町
内

外
か
ら
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
レ

五
の
小
学
校
、
七
つ
の
中
学
、
三

つ
の
高
校
と
九
つ
の
団
体
、
そ
の

他
に
個
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
場
が
出
来
て
か
ら
年
々

参
加
者
も
増
え
、
盛
大
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
最
近
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の

選
手
が
多
く
な
り
、
小
・
中
学
生

だ
け
で
四
百
二
卜
二
名
も
の
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

噛

③
関
谷
一
男
（
G
R
P
津
南
）
1
心
・
5
3

▼
成
年
三
組

①
宮
沢
伸
一
（
十
日
町
S
C
）
－
・
1
8
・
20

②
植
木
正
昭
（
安
塚
土
木
）
　
－
・
2
2
・
6
3

③
飯
塚
治
雄
（
安
塚
土
木
）
　
－
・
3
7
・
53

②
牧
田
幸
樹
（
松
代
中
）

③
斉
藤
真
婁
松
代
中
）

大会からのスナップ
1919
4140

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

▼
幼
年
女
子
A
組

①
小
林
利
絵
（
豊
原
小
）

②
柳
　
妙
子
（
松
代
小
）

③
山
口
麻
由
巳
（
浦
田
小
）

▼
幼
年
女
子
B
組

①
永
井
加
奈
子
（
費
原
小
）

②
丸
山
み
ど
り
（
豊
原
小
）

③
山
本
律
子
（
豊
原
小
）

▼
幼
年
男
子
A
組

①
飯
田
恒
生
（
牧
小
）

①
荒
川
陽
司
（
片
貝
小
）
、

③
中
村
靖
宏
（
牧
小
）

▼
幼
年
男
子
B
組

①
島
田
敏
充
（
津
南
J
R
C
）

②
清
水
　
勉
（
豊
原
小
）

③
渡
辺
啓
一
（
牧
小
）

▼
少
女
組

①
石
田
ゆ
り
（
津
南
中
）

②
樋
口
あ
け
み
（
中
里
中
）

③
草
津
恵
美
（
津
南
中
）

▼
少
年
組

①
柳
　
高
浩
（
松
代
中
）

12　11　11　づr♪・

5　5345不少
121111
0　4　3

12　11　11

4　5959
131312
151056

141313
1054　1

19

16

リ
レ
臨

▼
幼
年
組

①
牧
小
A
チ
ー
ム

②
豊
原
小
A
チ
ー
ム

③
安
塚
小
A
チ
ー
ム

④
浦
田
小

▼
幼
年
女
子
組

①
豊
原
小
A
チ
ー
ム

②
〃
B
チ
ー
ム

③
津
南
J
R
C
チ
ー
ム

▼
少
年
組

①
松
代
中
A
チ
ー
ム

②
中
里
中
チ
ー
ム

③
上
郷
中
A
チ
ー
ム

④
松
之
山
中
A
チ
ー
ム

▼
少
女
組

①
津
南
中
チ
ー
ム

②
中
璽
中
チ
ー
ム

③
上
郷
中
チ
ー
ム

④
浦
田
中
チ
ー
ム

▼
成
年
組

①
松
代
s
c

②
松
之
山
町
役
場

28　28　28　27

5845　31　32
23　23　23

5410　1

44　43　41　40

19　165430
43　34　34　32

5832　12　41
5041
1218

た
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
の
周
辺

は
、
応
援
や
選
手
の
車
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
．

　
こ
の
大
会
は
、
例
年
悪
天
候
の

中
で
行
わ
れ
る
事
が
多
い
の
で
す

が
、
今
年
は
、
比
較
的
暖
い
天
候

に
恵
ま
れ
、
選
手
の
皆
さ
ん
も
伸

び
伸
び
滑
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
軌
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
大
回
転
）

▼
幼
年
女
子
A
組
　
　
　
　
分
秒

①
佐
藤
麻
紀
（
松
堅
小
）
　
　
　
艀
・
7
6

②
津
端
美
晴
（
津
南
J
R
C
）
　
裾
・
6
6

③
植
木
芽
久
美
（
松
之
山
小
）
　
4
1
3

▼
幼
年
女
子
B
組

①
福
原
育
恵
へ
松
壁
小
）
　
　
　
4
5
η

②
高
沢
ひ
と
み
（
松
里
小
）
　
　
尉
鈴

③
鈴
木
え
り
．
r
（
津
南
J
R
C
）
5
7
痴

▼
幼
年
男
子
A
組

①
米
持
将
人
（
奴
奈
川
小
〕

②
村
山
　
臣
（
松
惜
小
）

③
佐
藤
康
尚
〔
松
里
小
）

▼
幼
年
男
子
B
組

①
植
木
竜
博
（
松
之
山
小
）

②
小
野
塚
学
へ
松
里
小
〉

児童手当移動交通事故

じ
。
，

37　36　36

244543
38　38
65　（》7

4
響
．

　
t

ハ
も

㊨対象児童が
　　　変わります。

相談所開設

のお知らせ

③
福
原
　
誠
（
松
里
小
）
　
　
　
3
9
・
81

▼
少
女
組
（
中
学
）
　
　
　
分
秒

①
藤
木
陽
チ
（
津
南
J
R
C
）
1
・
怖
・
四

②
半
戸
妙
ヂ
（
津
南
J
R
C
）
1
・
18
商

③
風
巻
里
咲
（
津
南
J
R
C
）
1
・
2
7
・
8
1

▼
少
年
組
（
中
学
）

①
高
橋
雄
ズ
松
之
山
中
）
　
1
・
7
・
60

②
小
野
塚
和
生
（
松
之
山
中
f
・
8
・
28

③
高
橋
　
広
（
津
南
J
R
C
）
1
・
8
禽

▼
高
校
男
子

①
佐
藤
．
徳
（
安
高
松
之
山
）
1
・
6
・
照

②
中
島
　
毅
（
安
高
松
之
山
）
1
・
7
痴

③
丸
林
礼
．
（
安
高
松
之
山
ノ
ー
・
8
・
認

▼
成
年
男
子
一
組

①
鈴
木
洋
．
（
埼
巨
川
口
）
　
1
・
9
・
5
2

②
長
沢
伸
彦
（
松
之
山
）
　
1
・
　
9
・
嘱

④
人
藤
雅
史
〔
埼
L
川
口
』
　
1
・
m
・
％

▼
成
年
男
子
二
組
　
　
　
　
　
　
　
■

①
村
…
好
文
（
埼
［
川
目
｝
　
　
1
2

②
奈
須
川
降
へ
埼
卜
川
目
）
　
　
1
4

⑭鬼

山
富
雄
7
1
P
）
　
－
』
㌧

▼
成
年
男
子
三
組

①
宮
沢
伸
．
τ
H
叫
　
　
3
7

①
高
橋
正
頃
巽
P
津
卵
3
・
7

③
曽
川
恵
．
へ
安
塚
L
木
）
　
　
甜
・
18

▼
成
年
女
子
組

①
半
．
”
祐
チ
（
津
南
高
）
　
1
・
取
・
5

②
若
杉
智
チ
、
長
岡
市
一
　
　
1
・
〃
6
9

③
松
本
毎
ヂ
ハ
埼
k
川
目
）
　
1
・
路
6
5

　
昭
和
六
卜
年
六
月
に
改
正
さ
れ

た
児
竜
ヂ
当
法
は
、
昭
和
六
卜
一

年
六
月
一
H
か
ら
施
行
さ
れ
、
三

年
問
の
段
階
的
な
実
施
に
よ
り
、

新
制
度
へ
移
行
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
．

　
初
年
度
で
あ
る
昭
和
六
卜
一
年

度
は
、
第
、
一
チ
分
は
昭
和
κ
レ
ん

年
六
月
二
H
以
後
に
生
ま
れ
た
児

竜
（
六
十
↓
年
六
月
一
H
現
在
に

お
い
て
満
一
一
歳
衆
満
の
児
竜
）
を

含
む
二
人
以
L
の
児
竜
を
養
育
し

て
い
る
家
庭
、
第
三
チ
以
降
分
は
、

義
務
教
育
終
了
前
の
児
壁
を
含
む

三
人
以
L
の
児
竜
を
養
育
し
て
い

る
家
庭
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
年
目
で
あ
る
昭
和
六
卜
二
年

度
は
、
第
ニ
チ
分
は
昭
和
五
卜
八

年
四
月
二
H
以
後
に
生
ま
れ
た
児

童
（
昭
和
六
卜
二
年
四
月
一
日
現

　
県
で
は
、
交
通
事
故
被
害
者
救

済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
移
動
交

通
雰
故
相
談
所
を
開
き
、
皆
さ
ん

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
今

年
の
開
設
日
が
次
の
よ
う
に
決
ま

り
ま
し
た
の
で
、
交
通
事
故
に
関

す
る
心
配
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

ス
ラ
ロ
ー
ム
（
回
転
）

ζ
…
｝
～
…
き
§
》
＞
…

▼
幼
年
A
組
　
　
　
分
秒

①
涌
ル
．
樹
（
津
南
J
R
C
’
1
・
⑳
・
2

②
島
…
直
志
へ
津
南
J
R
C
）
－
・
2
2
・
4
4

③
山
本
拡
文
津
南
J
R
C
“
1
・
器
・
8
2

▼
幼
年
B
組

）
．
，
ー
．
ー
、
　
戊
く
、
巳
．
．
、
　
　
1
2
．
5

q
福
馬
　
毒
’
杉
堕
」
ユ
　
　
　
．
2
　
6

②
高
橋
　
健
（
松
壁
小
“
　
　
1
・
㈱
・
裕

③
福
原
貴
英
（
松
里
小
、
　
　
1
・
鉤
・
佃

▼
少
年
組
（
中
学
）

①
小
林
敏
之
へ
松
之
山
中
・
　
1
・
茄
・
0
3

②
鈴
木
真
臣
（
津
南
J
R
C
｝
1
・
祁
・
附

①
涌
井
　
隆
へ
津
南
J
R
C
一
1
・
舗
・
8
9

▼
少
女
組
（
中
学
）

①
藤
木
陽
！
ど
津
南
J
R
C
．
1
・
B
・
硫

②
杣
沢
み
ど
り
、
松
代
中
・
　
1
・
附
・
6

④
富
沢
一
チ
ヘ
松
代
中
・
　
　
1
・
艀
・
28

▼
高
校
組

ゆ
佐
藤
、
徳
…
‘
安
高
松
之
山
、
1
・
路
・
岬

⑭
中
島
　
毅
〔
安
高
松
之
山
・
1
・
29
・
郡

ゆ
丸
林
礼
．
．
安
高
松
之
…
、
1
・
3
5
・
5
5

▼
成
年
一
組

Φ
山
本
哲
郎
（
G
R
P
津
南
Y
・
祁
・
花

ω
長
沢
伸
彦
〔
松
之
由
一
　
　
1
・
艀
・
4

ゆ
鈴
木
洋
．
「
埼
「
川
目

　
1
・
舘
・
砿

▼
成
年
二
組

ω
柳
　
繁
尺
、
県
職
刈
羽
・
　
ー
・
佃
・
昭

喫
須
川
隆
、
埼
ド
聾
－
・
m
幽

在
に
お
い
て
満
四
歳
未
満
の
児
童
）

を
含
む
一
．
人
以
」
の
児
壁
を
養
育

し
て
い
る
家
庭
、
第
三
チ
以
降
分

は
、
昭
和
κ
卜
三
年
四
月
二
日
以

後
に
生
ま
れ
た
児
壁
（
昭
和
六
卜

二
年
四
月
一
H
現
在
に
お
い
て
満

几
歳
未
満
の
児
竜
）
を
養
成
し
て

い
る
家
庭
が
支
給
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
最
終
年
度
の
昭
和
六
十
三
年
度

は
、
第
ニ
チ
、
第
三
子
以
降
と
も

に
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
家
庭
が
支
給
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
に
児
童
ヂ
当
を
受

け
よ
う
と
さ
れ
る
方
は
、
役
場
の

担
当
係
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
．

　
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
係
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
毎
月
第
三
火
曜
日
。
（
た
だ
し
、

　
四
月
～
十
一
月
ま
で
）

◎
四
月
二
卜
一
日
、
五
月
テ
九
日
、

　
六
月
卜
六
口
、
七
月
二
十
一
日
、

　
八
月
十
八
日
、
瓦
月
十
六
H
、

　
十
月
二
卜
H
、
十
一
月
十
七
日
、

　
以
上
八
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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』
1

心
　
　
ド

導
＼

イ
各
地
区
で
冬
、
期
体
育
大
会
が
に
ぎ
や
か
に
！

力強く選手宣誓（三省地区）

　
二
月
に
入
り
、
松
之
山
の
各
地

区
で
は
雪
上
運
動
会
（
ス
キ
f
大

会
）
が
．
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
十
五
臼
の
日
曜
日
に
は
、
松
之

山
、
三
省
、
松
里
、
浦
田
の
四
地

区
で
。
こ
十
二
臼
に
は
布
川
地
区

と
黒
倉
部
落
の
比
白
さ
ん
が
行
い
、

ス
キ
f
や
レ
ク
リ
ー
ー
シ
ョ
ン
種

目
に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
よ
う
で

す
。

　
今
年
は
小
雪
の
た
め
、
ど
の
地

区
で
も
会
場
の
準
備
に
苦
労
さ
れ

た
よ
う
で
◎
が
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

し
て
り
つ
ば
な
大
会
が
出
来
た
と

か
。
で
も
、
十
五
臼
は
雪
が
降
り

寒
、
い
「
日
で
大
変
で
し
た
。

　
三
省
地
区
で
も
、
幼
児
か
ら
お

母
寄
り
ま
で
参
加
し
て
楽
し
い
皿

日
を
週
し
ま
し
た
。

［』糊■田懸

▽

2
飲
酒
運
転
追
放
宣
言
署
名
に
全
町
あ
げ
て
協
力

お年寄りと役員の皆さんによる鱈釣りレース

鳶

交通安全協会長と連合婦

人会長の手で署長に！

　
昨
毎
十
二
月
に
発
生
し
た
飲
酒

遵
転
に
よ
る
自
動
粟
串
赦
を
き
つ

か
け
と
し
ζ
、
交
通
違
反
に
対
◎

る
認
識
を
改
め
て
考
え
画
そ
う
と

い
》
姿
勢
が
、
各
方
面
で
み
う
れ

ま
◎
。

　
そ
．
つ
し
た
空
気
の
中
ぐ
、
町
少

通
安
全
協
く
．
ハ
と
婦
人
会
が
中
心
己

な
っ
て
の
”
飲
酒
運
転
追
放
肯
、
口
”

の
署
名
が
全
世
帯
を
対
象
に
行
わ

れ
、
ψ
に
認
識
を
．
深
め
て
い
た
だ

け
た
と
思
い
よ
弓
が
、
こ
の
桿
、

算
め
ら
れ
た
署
名
薄
が
憂
通
安
全

協
会
長
、
遵
合
婦
入
会
長
の
二
人

に
よ
）
て
、
安
塚
驚
察
署
長
に
づ

溜
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
署
名
は
、
町
内
全
担
帯

の
、
十
歳
以
上
の
乃
を
対
象
に
行

わ
れ
、
全
世
柑
の
九
二
六
驚
、
｝

卜
歳
以
上
全
人
日
の
ハ
ハ
・
四
％

も
の
多
、
ぐ
、
の
乃
か
ら
協
力
が
得
ら

～
よ
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飲
酒
運
転
は
、
飲
む
方
も
飲
ま

せ
る
乃
も
罪
に
な
り
ま
◎
。
認
の

た
め
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

た
め
で
◎
。
今
後
、
松
2
山
か
ら

飲
廼
に
よ
る
中
故
が
絶
刈
お
き
な

い
に
つ
．
皆
ん
な
ぐ
注
愚
し
ま
し

よ
》
。

3
県
内
の
ト
ツ
ブ
を
き
つ
て
安
塚
高
等
学
校
松
之
山
分
校
が
卒
業
式

　
二
月
二
叶
七
H
、
県
内
で
．
は

韻
早
い
卒
業
式
が
、
安
塚
高
箸
学

校
松
之
山
分
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
㎜
白
位
前
か
ら
の
降
雪
で
、
す

っ
か
り
冷
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
体

肯
館
で
は
、
卒
業
式
独
得
の
緊
張

感
が
漂
う
中
、
校
長
先
生
か
ら
卒

業
生
㎜
人
び
と
り
に
卒
業
証
書
が

手
濃
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
こ
の
学
校
を
卒
業
す
る
生

徒
は
、
男
子
二
十
六
名
、
女
子
三

十
こ
名
の
合
討
五
十
八
名
で
、
今

後
、
進
学
、
就
職
に
と
、
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
た
人
生
を
歩
む
こ
と
に
な

り
ま
◎
。

　
こ
の
西
十
ハ
名
の
卒
業
生
の
中

で
、
地
元
に
残
っ
て
働
、
く
生
徒
が

　
…
人
い
る
そ
う
で
、
と
か
く
若
者

が
少
な
い
松
之
山
に
と
っ
て
、
春

を
前
に
明
る
い
詰
題
か
と
思
い
ま

す
。
頑
誰
つ
て
は
し
い
で
す
ね
。

　
在
校
生
を
代
表
し
て
、
二
年
生

の
福
原
光
江
さ
ん
が
送
辞
を
の
べ

た
後
、
卒
業
生
代
表
の
福
原
茂
君

が
、
　
．
楽
し
か
っ
た
学
校
生
活
を

大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
弓
ρ
と
答
辞
を
の

べ
、
校
歌
を
全
員
で

斉
唱
し
て
式
曲
ハ
を

終
了
し
ま
し
た
。

　
卒
業
生
の
記
念
品

と
し
ζ
贈
ら
れ
、
体

肯
館
い
つ
ば
い
に
蒙

ら
れ
た
紅
白
幕
が
、

卒
業
生
の
前
途
を
祝

福
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
．

（9）まつのやま

4
冬
に
手
作
り
芸
能
祭
、
今
年
も
盛
大
に
（
小
谷
部
落
）

今様昔話“法印様と三九郎キツネ。

の熱演に大きな拍手が贈られた。

　
今
年
で
六
團
目
を
迎
え
た
小
谷

新
春
芸
能
祭
が
、
二
月
十
一
日
の

建
国
記
念
臼
に
三
省
小
学
校
体
育

館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
部
落
中

で
楽
し
い
｝
臼
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
民
謡
と
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
フ
の
発

表
会
か
ら
ス
9
ー
ト
し
た
こ
の
芸

能
祭
。
今
で
は
、
踊
り
や
寸
劇
と

レ
バ
ー
ト
リ
ー
も
増
え
、
限
ら
れ

た
時
問
だ
け
に
ブ
ロ
グ
ラ
ム
作
り

に
苦
労
◎
る
は
ど
だ
そ
う
で
弓
。

　
ま
た
、
出
演
者
も
部
落
内
を
中

心
に
し
て
、
各
民
謡
会
、
踊
り
の

会
、
神
楽
保
存
会
、
カ
ラ
芽
ケ
会

な
ど
か
ら
応
援
出
演
が
あ
り
、
年

々
賑
や
か
に
な
っ
て
い
る
と
の
事

で
◎
。

　
今
年
は
暖
冬
で
雪
が
少
な
く
、

当
日
も
晴
れ
て
暖
か
か
つ
た
た
め

大
勢
の
観
審
が
詰
め
掛
け
、
出
し

物
が
出
る
た
び
に
盛
ん
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

練習の成果が出ているかな？
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。
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落
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熱
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。

　
今
年
は
小
雪
の
た
め
、
ど
の
地

区
で
も
会
場
の
準
備
に
苦
労
さ
れ

た
よ
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。
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今
、
全
国
的
に
自
治
休
を
中
心

と
し
て
の
地
域
お
こ
し
、
村
お
こ

し
運
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　

ど
の
市
町
村
も
、
特
産
品
の
開

発
や
地
域
の
活
性
化
に
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
る
訳
で
す
が
、
な
か
な

か
良
い
物
が
出
来
な
い
で
い
る
の

が
現
状
の
よ
う
で
す
．

　
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
松
之
山

の
た
め
に
、
各
地
の
地
域
お
こ
し

を
研
究
し
て
い
る
全
国
地
域
情
報

セ
ン
タ
ー
専
務
理
事
の
高
橋
さ
ん

と
、
早
く
か
ら
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
そ
の
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
と
大

胆
さ
で
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
、

山
形
県
小
国
町
の
企
画
課
長
、
小

野
さ
ん
の
二
人
を
講
師
に
迎
え
て

講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
町
で
生
き
て
行
く

た
め
の
ヒ
ン
ト
が
聞
け
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
是
非
大
勢
の
皆
さ
ん

か
ら
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
掛
｝
…

け
く
だ
さ
い
．

▼
講
演
日
時

三
具
古
・
午
後
碍
三
烹

　
分
～
四
時
三
十
分

▼
場
所

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
大
会
議
…

　
室

▼
講
演
テ
ー
マ
と
講
師

　
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
経
済
環
境
…

　
と
活
性
化
の
方
法
」

o
全
国
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
専
務
…

　
理
事
　
　
　
高
橋
　
久
雄

　
「
地
域
住
民
総
参
加
に
よ
る
過

　
疎
か
ら
の
脱
却
と
地
域
づ
く
り
」

o
山
形
県
小
国
町
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
￥
重
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一
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里
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昭
和
五
十
八
年
二
月
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
事
業
の
実
施
要
項
が
、

こ
の
ほ
ど
一
部
改
正
さ
れ
、
こ
の

四
月
一
日
か
ら
新
た
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
改
正
さ
れ
た
主
な
内
容
は
、
受

給
対
象
者
範
囲
を
拡
大
し
た
こ
と
、

新
た
に
一
部
負
担
金
制
度
を
導
入

し
た
こ
と
で
す
．

　
受
給
対
象
者
で
は
、
い
ま
ま
で

身
休
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
の
所

持
者
で
該
逃
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
方
が
、
今
回
新
し
く
該
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
該
当
さ
れ
る
方

は
、
受
給
者
証
交
付
の
巾
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
．

　
ま
た
、
一
部
負
担
金
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
現
行
で
は
お
こ
な
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
今
回
の

改
正
に
よ
り
老
人
保
健
法
と
同
様

に
外
来
の
場
八
・
、
一
ケ
月
八
O
O

円
、
入
院
の
場
合
、
一
日
四
〇
〇

円
を
医
療
機
関
に
支
払
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
萌
、
L
舌
呆
護
を
受
け
て
い
る

　
・
1
　
　
　
，
　
・
了
イ
　
ー
　
　
　
虎

方
と
、
老
人
医
療
受
給
者
は
「
県

障
」
の
該
当
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

◎
交
付
中
請
方
法

　
健
康
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手

　
帳
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
役

　
場
、
住
民
課
福
祉
係
ま
で
お
い

　
で
下
さ
い
．

◎
そ
の
他
、
不
明
な
点
は
福
祉
係

　
ま
で
、
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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4
月
19
日

大
厳
寺
高
原
で
開
催

「
残
雫
、
多
い
大
厳
芋
高
原
で
　
シ

ー
ズ
ン
最
後
を
飾
る
大
会
を
や
ろ

う
。
」
と
い
う
計
画
が
昨
年
か
ら
あ

っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
程
、
関
係

機
関
の
協
力
に
よ
り
、
よ
う
や
く

実
現
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
．

◎
期
H
・
時
朋

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
卜
九
目
m

　
午
前
八
時
よ
り
受
付
、
几
時
三

　
卜
分
よ
り
競
技
開
始
。

◎
会
場

　
大
厳
芋
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

　
ー
ス
キ
ー
コ
！
ス

◎
組
別

　
小
学
生
の
部
（
小
学
校
κ
・
六

　
年
生
、
学
校
長
の
許
可
が
あ
る

　
場
合
は
四
年
生
も
出
場
虹
）
、

　
中
学
生
の
部
、
少
年
の
部
（
高

　
校
生
）
、
成
年
の
部
（
卜
八
歳

　
以
上
）
、
※
四
月
二
日
現
在
の

　
年
齢
と
す
る
．

◎
種
目

　
小
学
生
男
チ
　
κ
キ
ロ
・
同
女

　
チ
　
一
．
一
キ
ロ
▼
中
学
男
チ
　
八

　
キ
ロ
、
・
伺
女
チ
　
κ
キ
ロ
▼
少

　
年
男
チ
　
ト
キ
ロ
・
同
女
チ

　
症
キ
ロ
▼
成
年
男
チ
　
レ
キ
ロ
・

　
同
女
チ
　
症
キ
ロ

※
ク
ラ
シ
カ
ル
テ
ク
ニ
ッ
ク
方
式

　
で
行
う
．
ス
ケ
ー
テ
ン
グ
は
禁

◎
参
加
料

　
各
組
と
も
…
人
に
つ
き
κ
百
円
。

　
（
申
し
込
み
と
同
時
に
納
人
）

◎
申
し
込
み
及
び
締
切
り

　
四
月
士
一
喜
（
月
）
士
蒔
ま

　
で
に
、
所
定
の
川
紙
に
参
加
料

　
を
添
え
て
次
の
所
へ
。

　
〒
九
四
二
－
一
四

　
來
頸
城
郡
松
之
山
町
松
之
山

　
松
之
山
公
民
館
内
　
松
之
山
温

　
泉
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

　
選
ヂ
権
大
会
事
務
局
あ
て
。

※
注
意
…
電
話
に
よ
る
受
け
付
け

　
は
一
切
認
め
な
い
。

　
詳
し
い
事
に
っ
い
て
の
問
い
八
・

わ
せ
は
、
松
之
山
町
公
民
館
ま
で
。

電
話
〇
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几
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九
h
川
ー
」
ハ
ー
一
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＝
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春の火災予防運動

4月1日～7日まで

黙防火の大役あなたが主役”
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　2月8日のお昼近くに、五十子平で火災が発生

し、必死の消火作業のかいもなく、1軒全焼して

しまいました。

　冬期問は雪のため、道路や水利の確保が難しく

1度火が出ると消し止める事が困難となります。

くれぐれも火事を出さないよう十分注意して下さ

い。

　あなたも出来る火災の見張り“指差し確認”し

てますか？
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今
、
全
国
的
に
自
治
休
を
中
心

と
し
て
の
地
域
お
こ
し
、
村
お
こ

し
運
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　

ど
の
市
町
村
も
、
特
産
品
の
開

発
や
地
域
の
活
性
化
に
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
る
訳
で
す
が
、
な
か
な

か
良
い
物
が
出
来
な
い
で
い
る
の

が
現
状
の
よ
う
で
す
．

　
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
松
之
山

の
た
め
に
、
各
地
の
地
域
お
こ
し

を
研
究
し
て
い
る
全
国
地
域
情
報

セ
ン
タ
ー
専
務
理
事
の
高
橋
さ
ん

と
、
早
く
か
ら
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
そ
の
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
と
大

胆
さ
で
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
、

山
形
県
小
国
町
の
企
画
課
長
、
小

野
さ
ん
の
二
人
を
講
師
に
迎
え
て

講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
町
で
生
き
て
行
く

た
め
の
ヒ
ン
ト
が
聞
け
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
是
非
大
勢
の
皆
さ
ん

か
ら
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
掛
｝
…

け
く
だ
さ
い
．

▼
講
演
日
時

三
具
古
・
午
後
碍
三
烹

　
分
～
四
時
三
十
分

▼
場
所

　
自
然
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養
村
セ
ン
タ
ー
大
会
議
…

　
室

▼
講
演
テ
ー
マ
と
講
師

　
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
経
済
環
境
…

　
と
活
性
化
の
方
法
」

o
全
国
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
専
務
…

　
理
事
　
　
　
高
橋
　
久
雄

　
「
地
域
住
民
総
参
加
に
よ
る
過

　
疎
か
ら
の
脱
却
と
地
域
づ
く
り
」

o
山
形
県
小
国
町
企
画
課
長
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昭
和
五
十
八
年
二
月
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
事
業
の
実
施
要
項
が
、

こ
の
ほ
ど
一
部
改
正
さ
れ
、
こ
の

四
月
一
日
か
ら
新
た
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
改
正
さ
れ
た
主
な
内
容
は
、
受

給
対
象
者
範
囲
を
拡
大
し
た
こ
と
、

新
た
に
一
部
負
担
金
制
度
を
導
入

し
た
こ
と
で
す
．

　
受
給
対
象
者
で
は
、
い
ま
ま
で

身
休
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
の
所

持
者
で
該
逃
に
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っ
て
い
な
か
っ

た
方
が
、
今
回
新
し
く
該
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
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れ
る
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は
、
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給
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証
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付
の
巾
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す
．

　
ま
た
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負
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入
に
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改
正
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よ
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様

に
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来
の
場
八
・
、
一
ケ
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八
O
O

円
、
入
院
の
場
合
、
一
日
四
〇
〇

円
を
医
療
機
関
に
支
払
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
萌
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と
、
老
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医
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受
給
者
は
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県
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」
の
該
当
に
は
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り
ま
せ
ん
。
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付
中
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、
身
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障
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者
手

　
帳
、
印
鑑
を
持
参
の
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え
、
役

　
場
、
住
民
課
福
祉
係
ま
で
お
い

　
で
下
さ
い
．

◎
そ
の
他
、
不
明
な
点
は
福
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係

　
ま
で
、
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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残
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多
い
大
厳
芋
高
原
で
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ン
最
後
を
飾
る
大
会
を
や
ろ

う
。
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と
い
う
計
画
が
昨
年
か
ら
あ

っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
程
、
関
係

機
関
の
協
力
に
よ
り
、
よ
う
や
く

実
現
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
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内
容
は
次
の
よ
う
に
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て
い

ま
す
．

◎
期
H
・
時
朋

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
卜
九
目
m

　
午
前
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の
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生
、
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校
長
の
許
可
が
あ
る
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は
四
年
生
も
出
場
虹
）
、

　
中
学
生
の
部
、
少
年
の
部
（
高

　
校
生
）
、
成
年
の
部
（
卜
八
歳

　
以
上
）
、
※
四
月
二
日
現
在
の

　
年
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と
す
る
．
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組
と
も
…
人
に
つ
き
κ
百
円
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（
申
し
込
み
と
同
時
に
納
人
）

◎
申
し
込
み
及
び
締
切
り

　
四
月
士
一
喜
（
月
）
士
蒔
ま

　
で
に
、
所
定
の
川
紙
に
参
加
料

　
を
添
え
て
次
の
所
へ
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郡
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之
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之
山
公
民
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内
　
松
之
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ス
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選
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大
会
事
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局
あ
て
。
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注
意
…
電
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に
よ
る
受
け
付
け

　
は
一
切
認
め
な
い
。

　
詳
し
い
事
に
っ
い
て
の
問
い
八
・
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せ
は
、
松
之
山
町
公
民
館
ま
で
。
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　2月8日のお昼近くに、五十子平で火災が発生

し、必死の消火作業のかいもなく、1軒全焼して

しまいました。

　冬期問は雪のため、道路や水利の確保が難しく

1度火が出ると消し止める事が困難となります。

くれぐれも火事を出さないよう十分注意して下さ

い。

　あなたも出来る火災の見張り“指差し確認”し

てますか？
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移
動
の
多
い
時
期
で
す

届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、

就
職
・
進
学
・
転
勤
等
で
住
所
を

移
さ
れ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
引
っ
越
し
の
準
備
な
ど
、
で
忙
が

し
い
と
、
つ
い
忘
れ
が
ち
な
の
が

住
所
の
移
動
手
続
き
や
健
康
保
険
・

国
民
年
金
』
印
鑑
登
録
・
免
許
証

の
住
所
変
．
史
な
ど
で
す
。

　
、
覧
の
よ
う
な
手
続
き
を
せ
ず
に

い
ま
す
と
、
新
し
い
住
所
地
に
転

人
の
手
続
き
が
、
で
き
な
い
だ
け
、
で

な
く
、
色
々
な
不
都
合
が
生
じ
て

き
ま
す
．

　
次
の
よ
う
な
喉
に
注
意
し
て
、

早
め
に
屈
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
転
入
・
転
出
の
届
出

　
松
之
山
か
ら
他
の
市
町
村
へ
転

　
出
さ
れ
る
方
は
、
移
動
さ
れ
る

　
前
に
新
し
い
住
所
番
地
・
印
か

　
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・
印
鑑

　
登
録
を
し
て
い
る
方
は
登
録
証

　
を
持
っ
て
、
住
民
課
住
民
係
の

　
窓
日
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
、

　
　
な
お
、
転
人
の
届
出
は
新
住

　
所
地
に
着
い
て
か
ら
、
卜
四
】

　
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
卓
や
、
バ
イ
ク
の
免
許
証
を
持
っ

　
て
い
る
方
は
、
免
許
証
も
住
所

　
変
．
史
を
し
な
い
と
、
新
住
所
地

　
で
淋
き
変
え
が
で
き
ま
せ
ん
．

　
詳
し
い
事
は
、
役
場
住
民
係
の

方
へ
お
…
聞
き
く
だ
さ
い
。

いい話ちょっと

新潟市の高校生が

商
工
会
で
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

除雪のお手伝い

　
昨
年
の
春
と
秋
に
松
之
山
を
訪

れ
て
農
業
休
験
を
実
施
し
た
、
新

潟
市
に
学
校
が
あ
る
私
立
敬
和
学

園
高
校
の
生
徒
卜
四
人
と
先
生
．
κ

人
が
、
　
一
人
ぐ
ら
し
世
帯
と
老
人

世
帯
の
中
馨
掘
り
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。　

』
月
し
H
と
八
日
の
．
画
日
、
．
人

水
越
と
・
島
の
一
人
ぐ
ら
し
肌
帯
と

老
人
世
帯
八
軒
を
訪
れ
、
地
区
民

生
委
員
の
方
や
役
場
福
祉
係
の
職

員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
中
，
お

　
　
　
　
　
　
、
ン
プ
に
よ
る

生
徒
の
方
か
ら

応
募
資
格

年
　
　
齢

給
　
　
与

応
募
締
切

応
募
方
法

日
商
・
商
業
簿
記
三
級
以
上

概
ね
二
十
．
五
歳
以
下

当
会
職
員
給
与
規
程
に
よ
る

昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
日

履
歴
書
持
参
（
商
、
工
会
館
）

酬
隣
頴

中坪　小野塚義一さん宅で

　　　　　　　　頑張る生徒たち

出
た
も
の
だ
そ
う
で
．
　
「
川
植
え

と
稲
刈
り
に
来
た
と
き
、
松
之
山

の
人
達
か
ら
大
変
親
切
に
し
て
も

ら
い
、
何
か
お
礼
が
し
た
い
∂
と

の
考
え
か
ら
希
望
者
を
つ
の
っ
て
、

全
部
白
費
で
米
た
そ
う
で
す
。

　
屋
．
根
の
中
，
掘
り
を
や
っ
て
も
ら

っ
た
方
の
一
人
で
、
中
、
坪
の
小
野

塚
義
一
さ
ん
は
、
　
「
今
年
は
小
．
巾
墜

だ
け
ど
も
、
掘
っ
て
も
ら
え
ば
助

か
る
の
お
一
と
、
あ
り
が
た
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
．

　
．
．
H
朋
の
牽
、
掘
り
だ
っ
た
の
で

す
が
、
み
な
さ
ん
若
さ
で
ガ
ン
バ

ッ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
「
、
｝
苫

労
さ
ん
で
し
た
．

「
助
か
る
ね
え
」

　
　
　
と
喜
、
、
次
葦
£

疋

　
三
月
し
H
は
「
湖
防
記
八
、
心
H
」

で
す
。

　
昭
和
二
卜
三
年
に
消
防
紺
織
法

が
施
行
さ
れ
、
H
本
の
消
防
が
市

町
村
に
よ
る
自
治
体
消
防
と
し
て

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
を
記
八
，
心

し
、
昭
和
一
一
ト
．
κ
年
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
す
．

▼
整
備
・
充
実
す
る
消
防
体
制

　
さ
て
、
現
在
の
消
防
の
現
状
を

昭
和
六
ト
…
隼
度
の
消
防
白
k
H
、
で

み
て
み
ま
す
と
、
消
防
署
な
ど
が

常
設
さ
れ
て
い
る
常
備
消
防
市
町

村
は
全
体
の
ん
一
・
二
％
に
達
し
、

全
入
口
の
瓦
八
・
κ
．
％
が
常
備
消

防
に
よ
っ
て
、
火
災
や
そ
の
他
の

災
害
か
ら
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
．

　
さ
ら
に
、
各
地
域
の
消
防
団
貝

は
全
国
で
約
戸
二
．
力
人
．
常
備
消

防
機
関
と
と
も
に
、
湖
防
活
動
の

．
両
輪
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
一
、
一
卜
八
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
救
急
業
務
も
、
ほ
ぼ

全
国
的
に
畝
H
及
し
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
昭
和
六
卜
年
中
の
救
急
隊

の
出
動
件
数
は
全
国
で
約
二
．
白
三

卜
二
万
し
r
件
。
な
ん
と
ト
∵
∵

六
秒
に
一
回
の
割
合
、
で
出
動
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
白
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
、
で
守

出稼ぎされている皆誉人
お元気ですか！／＿く○◇、

グ
イ
，
●
u
）

役場からのおしらせ

　
る

　
こ
の
よ
う
に
消
防
の
体
制
は
年

々
整
備
充
実
さ
れ
て
き
て
い
ま
す

が
、
や
は
り
い
ち
ば
ん
望
ま
れ
る

の
は
、
　
「
n
分
た
ち
の
地
域
は
白

分
で
守
る
」
と
い
う
姿
勢
で
す
。

　
「
消
防
記
へ
．
心
H
」
を
き
っ
か
け

に
、
　
一
人
ひ
と
り
が
消
防
・
防
災

知
識
を
身
に
つ
け
、
火
災
予
防
を

心
が
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
出
稼
先
、
で
．
厚
生
年
金
・
社
会
保

険
等
に
加
人
さ
れ
て
い
る
方
は
、

離
職
し
た
ら
喪
失
証
明
を
…
－

　
国
保
の
㊥
被
保
険
者
証
を
持
っ

て
い
っ
た
方
は
そ
れ
を
、
帰
郷
後

す
み
や
か
に
係
に
届
け
出
て
ド
さ

　
こ
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
役

場
や
診
療
所
．
で
円
滑
な
暫
務
処
理
．

が
で
き
な
い
事
の
み
な
ら
ず
、
皆

さ
ん
白
身
に
も
「
、
｝
述
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん

の
．
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
…
稼
ぎ
先
で
病
気
に
な
り
　
．
㊥

被
保
険
者
証
」
で
病
院
等
に
行
こ

う
と
し
た
場
合
、
病
院
に
よ
っ
て

は
他
県
の
国
保
の
診
療
を
取
り
扱

い
し
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
場
合
に
は
一
時
診
療
費
を
現

金
で
支
払
い
、
病
院
か
ら
診
療
内

容
の
確
認
で
き
る
領
収
証
を
も
ら

っ
て
、
帰
郷
後
、
役
場
で
療
養
費

支
給
中
請
を
す
れ
ば
し
割
分
を
お

返
し
し
ま
す
。
又
、
厚
牛
．
年
金
と

国
民
年
金
、
国
保
と
社
会
保
険
等

を
誤
っ
て
二
屯
．
が
け
さ
れ
て
い
る

方
は
、
そ
の
旨
申
し
出
て
い
た
だ

け
れ
ば
脚
．
超
付
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に
加
人

さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
喪
失
証
明

の
川
紙
を
後
日
送
付
し
ま
す
の
で

会
社
か
ら
証
明
し
て
い
た
だ
き
、

　
　
む
　
ル

帰
省
の
際
役
場
黛
．
｝
持
参
ド
さ
い
．

　
又
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業
者
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．
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岡
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農
協
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．
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八
．
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か
ら
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ら
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思
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す
の
で
、

所
声
．
疋
の
診
断
許
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よ
り
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部
落
運

営
委
員
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通
じ
て
請
求
の
手
続
き
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っ
て
下
さ
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。
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四
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末
H
ま
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に
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続
き
を
し
て
下
さ
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れ
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見
舞
金
．
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支
払

い
が
出
来
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
．
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け
さ
れ
て
い
る

方
は
、
そ
の
旨
申
し
出
て
い
た
だ

け
れ
ば
脚
．
超
付
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に
加
人

さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
喪
失
証
明

の
川
紙
を
後
日
送
付
し
ま
す
の
で

会
社
か
ら
証
明
し
て
い
た
だ
き
、

　
　
む
　
ル

帰
省
の
際
役
場
黛
．
｝
持
参
ド
さ
い
．

　
又
、
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者

で
．
厚
生
年
金
に
加
人
し
て
い
る
方

に
は
、
被
用
者
年
金
加
人
期
岡
証

明
k
H
を
後
H
｝
．
込
付
し
ま
す
。
帰
省

後
そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
農
協
へ
提

出
し
て
ド
さ
い
。

　
又
、
帰
省
後
松
之
山
で
．
厚
生
年

金
に
加
人
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
必
ず
届
け
出
て
．
ト
さ

い
。
こ
の
届
け
出
を
怠
る
と
年
金

が
も
ら
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◎
共
助
八
．
（
か
ら

　
皆
さ
ん
が
出
稼
ぎ
に
…
ら
れ
て

か
ら
、
す
で
に
四
ケ
月
あ
ま
り
経

過
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
問
、

一不幸

に
も
病
気
、
ケ
ガ
を
さ
れ
た

方
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

所
声
．
疋
の
診
断
許
に
よ
り
、
部
落
運

営
委
員
を
通
じ
て
請
求
の
手
続
き

を
と
っ
て
下
さ
い
。
　
（
必
ず
四
月

末
H
ま
で
に
乎
続
き
を
し
て
下
さ

い
。
お
く
れ
る
と
見
舞
金
．
の
支
払

い
が
出
来
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
．
）
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スキーカーニバル
「雪上つな引き大会」

4月1日現在　口総人口4，194人（一44）口男2，04

（）内は3月1日との比較

参

／

鋳ズ
（一8）垂　」激

」

広
報
ま
つ
の
や
ま
8
7
年
3
月
号
口
毎
月
－
回
1
0
日
発
行

口
発
行
ゾ
松
之
山
町
君
㈲
3
1
3
1
　
　
□
編
集
／
議
会
事
務
局

年中組

みんなで遊んでし、るところ　　おのづかさおりさん

ボ＿ルなげをしているところ　おのづかまことくん

亀

昭和62年

まつのやま㈱

なわとびをしているところ

ノ

「浄化槽設備士試験」

おのづかるみさん

に

塵

▼
二
月
の
で
き
ご
と

3
目
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

　
　
（
4
目
ま
で
）

4
H
　
農
業
団
体
連
絡
協
議
会

8
H
　
松
之
山
ス
キ
i
競
技
大
会

　
　
κ
ト
チ
．
平
で
火
災

9
目
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
議

　
　
農
協
合
併
協
議
会

m
H
　
水
川
農
業
確
立
対
策
推
進

　
　
協
議
会

m
H
　
交
通
安
全
講
習
会
（
セ
ン

　
　
タ
i
）

15

日
　
松
之
…
∴
二
省
・
松
里
・

　
　
浦
川
地
区
ス
キ
ー
大
会

16

日
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

　
今
年
は
暖
冬
で
、
比
較
的
し
の

ぎ
や
す
い
と
思
っ
て
い
た
ら
急
に

寒
の
戻
り
が
来
て
、
ま
た
、
す
っ

か
り
冬
に
逆
戻
り
。
寒
暖
の
差
が

激
し
過
ぎ
る
よ
う
で
す
ね
。

　
そ
の
せ
い
か
ど
ラ
か
、
悪
い
風

邪
が
流
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

身
体
を
大
切
に
し
て
ド
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
、
』
竿
業
・
人
学
・
就

職
な
ど
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
何

か
と
あ
わ
た
だ
し
い
H
々
が
続
き

ま
す
。
年
度
の
し
め
く
く
り
だ
け

は
キ
チ
ン
と
や
り
た
い
で
す
ね
。

　
誰
か
私
の
カ
ゼ
い
り
ま
せ
ん
か
ノ

　浄化槽法に基づく国家試験が6月7日に、

仙台・東京・名古屋・大阪・福岡で実施さ

れます。

受付期間は、3月28日から4月10日まで

となっていますので、受験を希望される方

は注意して下さい。

　尚、受験資格・必要書類など詳しい事は、

次の所にお聞き下さい。

〒102東京都千代田区麹町4丁目3番地

　麹町4丁目ビル5F
　財団法人　浄化槽設備士センター宛

戸籍の窓

おめでた

｛

たっろう

達郎ちゃん　上野　宏さんの長男（松之山）
しゅへき

淳輝ちゃん　竹内重廣さんの三男（湯之島）

お《寧み（男亡》

高橋ハツミさん　79歳（黒　倉）後

樋口為次郎さん　87歳（湯　山）又えん

石塚竹二郎さん　79歳（湯之島）平次郎

　※1月26日から2月25日までの届け出

　分です。

　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会

20

H
　
。
区
長
会
（
セ
ン
タ
ー
〉

25

H
　
標
準
小
作
料
協
議
会

27

H
　
農
業
委
貝
会
総
会

　
　
　
民
生
委
員
会

　
　
安
高
松
之
山
分
校
卒
業
式

28
H
　
温
泉
委
員
会

▼
三
月
の
予
定

9
H
　
三
月
議
会
定
例
会
（
1
2
日

　
　
　
ま
で
）

14

H
　
中
学
校
卒
業
式

23

日
　
各
小
学
校
卒
業
式

28
H
　
議
会
臨
時
会

29

H
　
第
4
則
松
之
山
温
泉
ス
キ

　
　
　
i
場
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

ー
鵠
N
ー


